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いじめ防止対策推進法第２８条より、
次に掲げる場合には、

いじめの重大事態
として対処することとなっています。

重大事態は、「疑い」が生じた段階で、法に基づく適切な対応が必要です。そのために
も、まずは、組織で積極的にいじめの認知を行いましょう。そして、各学校のいじめ防止
基本方針等を基に組織で早期に対応できる校内体制を構築しておくことが重要です。

重大事態は、事実関係が確定した段階で対応を開始するのではなく、
「疑い」が生じた段階で調査を開始します。
そこで、ぜひ参考にしていただきたい資料を紹介します。

≪確認≫
チェックリストの活用で丁寧な対応へ

自分の学校の校内体制は
整っているかな？
確認できるものがないかな。

いじめ重大事態に対する平時からの備えや
重大事態調査の実施等に当たり、調査すべき
基本的な項目が明確にまとめられています。

≪対応≫（公立学校の場合）
重大事態対応フロー図の活用

実際、適切な調査や、子ども
と保護者に寄り添った対応は
どのようにしたらよいのかな。

学校設置者への発生の報告から、調査組
織の設置、調査の実施、対象の児童生徒及び
その保護者に対しての情報提供、必要な措置
まで、対応が明確にまとめられています。

いじめの重大事態の
調査に関するガイドライン

例えば

P46

鳥取県いじめ対応マニュアル
「いじめの重大事態から学ぶ」

例えば

別添３

〇いじめにより、生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがある
⇒身体に重大な傷害、金品等に重大な被害、精神性の疾患を発病、自死を企図 等

〇いじめにより相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いがある
⇒年間３０日を目安。一定期間連続して欠席しているような場合は、迅速に調査に着手

〇児童生徒や保護者から、いじめにより重大な被害を生じたという申立てがある
⇒調査をしないまま、いじめの重大事態ではないと断言できない

重
大
事
態
と
は

鳥取県いじめ対応マニュアル「いじめの重大事態から学ぶ」P４４

【いじめの定義】 「いじめ防止対策推進法 第２条」より
「いじめ」とは、〈略〉当該児童等と一定の人間関係にある他の
児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インター
ネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象と
なった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。
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